
①閻魔堂
え ん ま ど う

 

閻魔堂は通称「芝堂（しばんどう）」と呼ばれており、堂内には、阿弥陀如来、閻魔王、奪
だつ

衣
え

婆
ばあ

の三体の像が

祀られている。また、堂のある墓地入口の両側に六地蔵の立像が建立されている。この地蔵は天津小湊地域の

中で最も大きな六地蔵であり、宝永３年（１７０６）と弘化３年（１８４６）に奉納した者の名前が確認でき、

当時、この地域に念仏講があったことがわかる。 

 

②明神の鯛
み ょ う じ ん た い

 

城戸地先の海岸から南へ２００m の明神岩岡区の海域には、水深３～４ｍ（干潮時）と大変浅い所にもかか

わらず、クロダイをはじめ多くの魚類が生息している。戦後一時期、魚類が見えなくなったものの、神明信仰

による地元の活動と計画的保護増殖が行なわれ、往時の生息状態に回復した。県指定天然記念物で海岸道路に

は、明神の鯛の碑が建っている。 

 

③萬
まん

福寺
ぷ く じ

（天台宗） 

蔵王山観音院と号し、宮殿の厨子内には、本尊の聖観世音菩薩と四天王が安置され、脇立は、不動明王と毘沙

門天が立ち、厨子前には、聖観音が立つ。当寺の詠歌を刻む額は、安房の名工、初代後藤
ごとう

義光
よしみつ

の作である。

境内の石造物として、寛政 8 年（１７９６）の供養塔や寛政１１年（１７９９）の筆子塚、文政７年（１８

２４）の子安観音像、安政７年（１８６０）の大日如来像などがある。 

 

④須賀神社
す が じ ん じ ゃ

（祭神は、素 戔 鳴 命
すさのおのみこと

） 

古来より天津地区住民の信仰を集めている神社である。祭神のスサノオノミコトは、農業神、英雄神、海神な

ど多面的な神とされている。祭礼は、基本的には、７月の最終金・土・日であるが、年によって、変動がある。 

 

⑤海福寺
か い ふ く じ

（真言宗） 

本堂には、本尊の阿弥陀三尊像のほか、市指定文化財の観世音菩薩像はじめ、地蔵菩薩、毘沙門天、不動明王

など多くの仏像が祀られている。 

堂内には、旧天津小湊町域で最古例の庚申塔のほか３基の宝篋印塔、筆子塚などの石造物と、大日堂，淡嶋堂 

などの小堂がある。 

 

 

 

 

 

⑥善覚寺
ぜ ん か く じ

（浄土真宗） 

本尊は「阿弥陀如来」。市指定有形民俗文化財「善覚寺の近世文書」は、関西漁民の関東出漁を伝える貴重な

史料として残っており、墓地には、紀州出身者の墓石も多く見られる。慶安４年に近江の国（現滋賀県）から

天津村へ移転したと寺伝にあり、関西漁民の房総進出にともなって当地に移築された寺院である。また、本堂

の向拝の竜の彫物は、２代伊八（武志伊八朗信常）の作である。 

 

⑦日澄寺
にっちょうじ

（日蓮宗） 

弘安５年（１２８２）、日蓮聖人の開創。本尊は十界勧請の大曼荼羅。文永元年（１２６４）、日蓮聖人の小松

原法難に殉じた天津の領主、工藤吉隆
くどうよしたか

公の館跡に、その菩提寺を移して建立された。境内には、慈母観音を祀

る万霊供養鐘塔、瘡守稲荷がある。 

また、堂内には、法華経守護の諸天善神が祀られ、とくに八大竜王は、航海・漁業・雨乞いの竜神として信仰

されている。 

 

⑧正蓮坊
しょうれんぼう

 

本尊は「閻魔王」。堂内には、閻魔像王が中央厨子に安置され、十王、奪衣婆像、弘法大師がまつられている。

正蓮という僧が建立したという伝承から「正蓮坊」と呼ばれ、堂の入り口に正蓮法師の霊を祀った石碑がある。 

 

⑨神明
しんめい

神社
じんじゃ

（祭神は、 天

あま

照

てらす

大 神

おおみかみ

、豊 受 比 売

とようけひめの

命

みこと

、 事 代

ことしろぬしの

主命

みこと

など１１柱） 

例祭日は１０月１６日で、天津地区の万灯
まんどう

が集結し、出店もでてにぎやかである。境内には、県指定天然記

念物「まるばちしゃの木」（なんじゃもんじゃの木）と市指定天然記念物の「神明神社の林」の２つの文化財

がある。また、『吾妻鏡』によれば、源頼朝の妻政子が産気づいたので安産祈願のために神明神社へ使者がき

た。 

 

⑩八幡
はちまん

神社
じんじゃ

（祭神は、応神天皇） 

谷
やつ

地区で管理しており、例祭日は旧暦９月１５日。春には桜が咲き、境内からは、天津の青く澄んだ海が見ら

れる。 
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